第十八课   「徐福渡海のナゾ」
単語
命じる
①命令，吩咐
　△酒肴を命じる／吩咐摆酒菜
　△われわれは任務の命じるところに従ってどこへでも行かねばならぬ／我们必须服从任务的需要到任何地方去。
②(任命する)任命，委派
　△局長を命ぜられる／被任命为局长。
　△わたしは日本視察を命ぜられた／我被派去日本视察。
③(名をつける)命名
　△長男の名を太郎と命じる／给长子起名叫太郎。 

及ぶ
①(至る)达到，及于；(広まる)普及；(波及する)涉及；临到；至于
　△会議が深更に及ぶ／会开到深夜
　△影響が広く及ぶ／影响范围很广
　△被害が全国に及ぶ／灾害遍及全国
　△この事は君にまで及ぶ／这个事情牵涉到你身上。
②(対等になる)匹敌，赶得上，比得上
　△甲は乙に及ばない／甲不如乙
　△英語では彼に及ぶものはない／论英语没有比得上他的。
　△彼女の語学力はわたしなどの及ぶところではない／她的外语才能不是像我这样的人所能赶得上的。
及びもつかない
望尘莫及；不敢想象
　△及びもつかない速さ／望尘莫及的高速度
　△そんなことはわたしには及びもつかぬことだ／那是我望尘莫及的。
止まる
①(停止する)停，停止，停下；(立ちどまる)站住
　△時計が止まった／表停了
　△この列車は次の駅で止まらない／这次列车在下一站不停。
　△エンジンが止まっている／引擎停了
②(出なくなる)止住，停顿
　△頭痛が止まる／头疼好了
　△出血がなかなか止まらない／出血轻易止不住。
　△おかしくて笑いが止まらない／滑稽得令人笑个不停。
③(つまる)［ふさがれて］堵住，堵住；(中断する)断，中断；(交通が)不通，走不过去
　△噴水はきょうは止まっている／喷泉今天没有喷水。
　△送金が止まる／汇款中断
　△脱線事故で電車が止まる／因出轨事故电车不通

復活
①(宗)复活，复生
　△キリストの復活／基督的复活
②(再生)恢复；复兴
　△独裁政権の復活を防止する／防止独裁政权复辟
　△古い劇を復活上演する／恢复上演古典剧

逃げる
①(追っ手から)逃跑，逃走，(かくれる)逃遁
　△妻に逃げられた男／被老婆抛弃的男人
　△外国に逃げる／逃到国外
　△小鳥が逃げた／小鸟跑了
②(責任から)避开，逃避，躲避，回避
　△いやな仕事から逃げる／避开讨厌的工作
　△その話を持ち出すと彼は逃げてしまう／一提到那件事他就把话岔开。
　△うまく理由をつけてその場を逃げる／找个理由巧妙地应付过去。
③(試合の相手から)甩开追上来的对手而取胜
  逃げるが勝ち
  三十六计，走为上计
率いる
①(ひきつれる)带领
　△選手団を率いて行進する／带领选手团前进
②(さしずする)率领，统帅
　△5万の兵を率いる将軍／统帅五万士兵的将军

隠れる
①(視界から)隐藏；(体をかくす)躲藏
　△木のかげに隠れる／藏在树后
　△月が雲に隠れた／月亮被云彩遮上了
　△人ごみに隠れる／藏在人群里
②(世をのがれる)隐遁
　△彼は世間から隠れて暮らしている／他过着与世隔绝的因遁生活。
　△いなかに隠れて住んでいる／隐居在乡村
③(人に知られない)(埋もれて)埋没；(有名でない)无名；(おおわれて)隐蔽；(外に出ていない)不外露
　△彼は隠れた発明家だ／他是一个无名的发明家
　△ついに彼の隠れた才能が現れだした／他埋没的才能终于显露出来了。
　△これは彼の隠れた一面を示している／这件事显露了他不为人知的一面。
　△人に隠れてよい行いをする／暗地里做好事
④(お亡くなりになる)逝世
探る
①(さわって)摸，探
　△手で探る／用手摸
　△ふところを探る／摸一摸怀里
　△ポケットを探ってたばこを出す／用手摸衣袋掏出香烟来。
②(ようすを)探听，试探，侦察
　△相手の腹を探る／试探对方的心事
　△敵情を探る／侦察敌情
　△敵の動きを探る／侦探敌人的动向
③(たずねもとめる)探索，探求；(楽しんで)探访
　△河をさかのぼって水源を探る／逆流而上探索水源
　△香山の紅葉を探る／探访香山的红叶

応ずる
①(答える)应；(要求に)接受；(問いに)回答；(呼びかけなどに)响应
　△募集に応じる／应聘
　△注文に応じる／接受订货
　△挑戦に応じる／应战
②(従う)(要求などに)答应；(納得して承諾する)应允；(要望を満たす)满足
　△相手の要求に応じる／答应对方的要求
　△一言で応じる／一口应允
　△すべての人の希望に応じることはむずかしい／要满足每个人的希望是很困难的。
③(適合する)适应，按照
　△時に応じる／顺应时势
　△学生の要求に応じるように作られた教材／按学生的要求编的教材
　△身分に応じた暮らしぶりをする／采取适合身份的生活方式。

補う
①(補充)补，补上，补充，补贴
　△欠員を補う／补缺
　△欠陥を補う／补救缺陷
　△たりない原料は輸入でおぎなっている／缺乏的原料，靠进口来补充
　△もうすこしことばをおぎなわなければ，意味がよくわかりません／如果不稍加补充的话，意思就不好理解了。
②(あなうめ)(損失を)补偿；(元の状態に)填补；(不足を)弥补"
　△欠損を補う／补偿亏损
　△こんどの成功は前の失敗をおぎなってあまりある／这次成功足以补偿以前的失败。

寄与
贡献，有助于…
　△社会に寄与するところが大きい／对社会贡献很大
　△積極的な寄与をする／作出积极贡献
　△世界平和のために寄与するところが大である／为世界和平作出颇大的贡献

文法
1～にまで
(極端の例を表す)
「にまで」接在体言的后面，表示「连…都…」。「に」是格助词，为后续动词所要求；「まで」是副助词，表示极端的例子。
　△わたしたちが夢にまでみていた日がやってきました／我们连做梦都盼望的日子终于到来了。
　△妻にまで愛想を尽かされる／连妻子都嫌弃他。
　△子どもにまでぼくをばかにする／连孩子都瞧不起我。 

2～ところはない
这个句型表示「无所…」。
　△すべて自分の決定でやったのだから後悔するところではない／都是自己决定做的，所以没有什么可后悔的。
　△君の知るところではない／不关你的事；不是你应该知道的事。

3～すえに
 (「いろいろ～した後、とうとう最後に…」、特に「ある経過を辿ったあとで最後に」の意味で使われることが多い。書き言葉的。) 
 「すえ」接在「体言+の」或动词过去时后面，表示结果。即「Ａしたあと最終的にＢした」「ＡしたあとやっとＢした」。含有几经周折，出于无奈在Ａ之后做了Ｂ。因此这种形式不能用于尚未发生的事情，也不能用于ＡＢ继起的场合。
　△長時間の協議のすえにやっと結論が出た／经过长时间的磋商，终于有了结论。
　△よく考えたすえに決めたことです／这是经过深思熟虑后决定的事。
　△大型トラックは１キロ暴走したすえにようやくとまった／大型货车狂奔一公里后终于停了下来。


4～めく
(「～らしくなる」、「～らしく見える」、「十分に～ではないが、～の感じがする」)
「めく」接在某些名词的后面，构成五段动词，类似汉语的「像…的样子」「有…的气息」「带有…的味道」
△彼の作り物めいた笑いがきになった／对他的那种装出来的笑很是不安。
　△どことなくナゾめいた女性がホールの入口に立っていた／在大厅的入口处站着一个让人猜不透的女人。
　△真由美はいつもなぞめいたことを言っては周りの人を困らせる／真由美总是说些令人费解的话让周围的人很为难。
　△日ごとに春めいてまいりました。その後お元気でいらっしゃいますか／春意一天天地浓起来了，您别来无恙否。
　△わたしめく／个人倾向的
　△儀式めいたこと／形式性的事情
　△親めいたこと／父母般的关怀

5～疑い（は）ない
(「その事の事実、成立、正否などについて」どの点から考えても疑う余地がまったくないことを表す。疑う所はない)
表示「毫无疑问」「确实」。
　△疑いなく（確実に）成功するだろう／毫无疑问会成功的吧。

6 どれだけ～かわからない
(どんなに～か知れない)这个句型和我们以前学过的「ぢんなに／どれほど…わからない」 (参考第三册第八课)相同，表示「不知多么(如何)…啊」。「わからない」也可以用「知れない」 替换 意思不变 。
　△少しでも子供にいい生活を送らせるために、彼女はどれだけ辛抱と苦労をしたかわからない／为了让孩子过上优越的生活，她不知经受了多少艰辛。
　△もし実現したらどれだけいいかわからない／如果能实现的话，那真不知有多好。
　△こんな博学な人間になるまでどれだけ努力を払ったかわからない／在成为这样博学的人之前，真不知要付出多少努力。

7～のみならず
(「それだけでなく、更に…」。～も～と付け加えるのに用いる。書き言葉的。)
「のみ」是副助词，接在体言活用词连体形或助动词等后面，表示限定，与「だけ」「ばかり」 基本相同，一般用于书面语。「のみならず」是惯用词组，表示谓语的作用不仅仅限于其先行词的范围之内，类似「だけでなく…も」。
　△彼は本から知識を得るのみならず、いろんな所に出かけて実践からも知識を得ているのです／他不仅从书上获得知识，还到各种地方去，在实践中获取知识。
　△若い人のみならず、老人や子供たちにも人気がある／不仅受年轻人的欢迎，也受老年人和孩子们的欢迎。
　△戦火でいえを焼かれたのみならず、家族も失った／战火不仅烧毁了他的房子，连人也都失去了。

8～（た）ところ（が）
(後に続く事柄の成立や発見のきっかけを表す。前後に来る事柄には直接な因果関係はなく「～したら、たまたま／偶然そうであった」という関係である。)
　　「ところ(が)」是接续助词，表示前项内容引起的后项的结果。而且后项的结果往往是出于意外的客观事实。
　△山川さんなら分かるだろうと思って聞いてみたところが、彼にも分からないということだった／本想山川可能知道，可是试着问了一下，结果他却什么都不知道。
　△山で採ってきたキノコが食べられるかどうか、食品研究所に問い合わせてみたところ、食べられないことが分かった／从山上采来的蘑菇能不能吃，到食品研究所一咨询才知道是不能吃的。
　△先生にお願いしたところ、さっそく承諾のお返事をいただきました／试着求求老师，没想到很快就有回音了。

9 見分けがつく
(見て区別することができる。)
「見分けがつく」表示辨别得出来，「見分けがつかない」表示辨别不出来。 
　△人の皮肉めいた話を聞いても見分けがつかず、本気になって信じてしまう／听到讽刺的话也分辨不清，还信以为真。
　△暗くて顔の見分けがつかない／因为光线暗，分辨不出人的面孔。
　△子供でもこのくらいの善悪の見分けがつく／连小孩也能分辨出这样的善恶来。

10 名词＋にとどまらず
(ある事柄が～という狭い範囲を超えてより広い範囲に及ぶという時につかう。「地域や時間などを表す名詞を受けて」その範囲には収まらず、それだけではなくという意味を表す。)
「とどまらず」是动词「とどまる」的否定形的中顿，表示不局限于某个范围。「范围」用「に」表示。
　△大気汚染による被害は、老人や幼い子供にとどまらず、若者たちにまで広がった／大气污染的受害者已经不仅限于老人和儿童了，甚至蔓延到了年轻人中。
　△その流行は大都会にとどまらず、地方にも広がっていった／那个流行趋势不仅限于大城市甚至波及到了地方。
　△田中教授の話は専門の話題にとどまらず、いろいろな分野にわたるので、いつもとても刺激的だ／田中教授的演讲不仅限于专业方面的知识，还涉猎很多领域，所以总是很吸引人。

前文
徐福の人と業績については二千年以上も前に書かれた『史記』に記録されている。『史記』の後からも伝えられてきた伝説は少なくない。
　秦の始皇帝がろうやざんに登ったとき、夢にまで見た「長寿の仙薬」が海の神山に行けば手に入ると聞かされ、そこで、徐福に渡海を命じた。徐福は博学多才の人で、航海、医薬まで学識の及ばぬとこ

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_4/lesson_18/4_18_f.htm" \l "2" ろはなかった。
徐福の一行は海を漂流したすえ、ある島に上陸した。一行はそこを開拓し、連れてきた少年少女を育てた。そして、先住民族に農耕技術や医薬の知識を教えて尊敬され、ついにそこにとどまり、帰国することはなかった。
この話は中国でも日本でも長く伝えられてきた。しかし、徐福とはいったいどこの人のなのかについてはずっとナゾとされてきた。ところが、八〇年代初め、中国で全国的な地名調査が行われた時、江蘇省の徐阜村は昔徐福村だったということが確認されたそうである。これがきっかけとなって、専門家が徐福村周辺の調査を進めた結果、徐福の旧居や当時の造船上など多くの遺跡が見つかり、一九八五年に徐福村という名前が正式に復活したのだった。このことが中国と日本で大きな反響を呼び、徐福の研究がブームとなったのである。
会話
（座談会、出席者は中日の徐福研究者。）

司会　大分春めいて、だんだん暖かくなってきましたが、このたび、徐福会訪中団の皆さんは山東から江蘇へと徐福の遺跡をたずねられましたね。印象に残るところも多かったと思いますが…。
久武　私は久武と申します。じつは徐福の五十二代目の孫なんです。先祖の姓は徐となっておりました。それがなぜ久武になったかというと、ご存知のよ

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_4/lesson_18/4_18_f.htm" \l "3" うに、日本にも戦国時代があったんですが、その時に先祖が戦いに負けまして、世を忍ぶために、三十六代目の孫が久武を名乗りました。ですから、私はれっきとした中国人です（笑い）。このたび、本当に親子が会うような気持ちで中国に来ました。
佐藤　久武さんが私たちの気持ちを言ってくれました。徐福は偉大な人ですね。二千年以上も前に農耕や紡績の技術を持ってきてくれたんですから。そのご恩をいつまでも忘れず、日本と中国の友好を末長く続けたいと思います。
鈴木　徐福の古里で皆さんの熱烈な歓迎を受けて、日中両国人民の親近感を改めて体験しましたね。嫁に行った娘が実家に帰ってきたような気持ちですね。
司会　秦の始皇帝の時に、徐福は少年少女三千人と多くの技術者を連れて、神山と仙薬を捜しに海に出て最後に日本に着いたそうですが、これが事実だったとすれば、偉大な壮挙だったことは疑いありません。でも、徐福はどうして東の日本へ向かったのでしょうね。
張　　研究者の間には、二説あります。一つは避難説。つまり、いつまでたっても成果があがらないので、徐福は始皇帝の懲罰をおそれて逃げてしまった。もう一つは探検説。山東のあたりでは、始皇帝の以前から海の探検が行われていましたね。ですから、徐福は「中国のコロンブス」という人もいますよ。
司会　では、日本に行ってからの徐福についてお話しください。
安部　日本には、徐福の上陸地の記念碑とか、お墓とか、徐福宮とか、その遺跡や伝説がたくさんあります。
高橋　私は富士山の近くにおりますが、ここでは、徐福は富士登山中なくなったといわれているんです。神社では徐福を「医薬の神」として祭っています。
吉田　私は東京都の八丈島におりますが、島の人はみんな徐福の子孫だといわれていますよ。徐福は八十五隻の船を率いていたんだが、暴風雨にあったので、 散り散りになってね、少女たちの船は八丈島に、少年たちの船は青ヶ島に流れ着 いた。 
司会　それじゃ、たなばた様じゃありませんか。 
吉田　そうなんですよ。神様のお申し付けで、青ヶ島の青年と八丈島の娘は毎年の春に一度だけ会える。その時に、娘たちは赤い花をつけたわらじを編むんです。それを海岸に置いてからかくれる。だれが自分の編んだわらじをはくか、はいた男が意中の人で、結ばれるんです。春が過ぎると、男と女は別れなければな りません。
山田　徐福は秦の進んだ技術を日本に持ってきてくれましたね。これが日本社会の生活向上と文明開化にどれだけ役に立ったか分かりませんよ。ですから、徐福は日本で「農耕の神」、「医薬の神」「紡績の神」として祭られているんです。
西村　こんど来てみて分かったことですが、中国で徐福の出身地争いがありますね。これは日本で徐福の上陸地争いがあるのと同じですね。でも、それはたいした問題じゃないと思います。大切なのは徐福が日中文化交流に果した役割と日中両国の深い関係を探ることでしょう。
谷口　西村さんの言う通りですね。私たちは徐福の研究を通して、日本の国民に、二千二百年も前に日中両国に親戚関係があったことを知らせ、日中友好を末長く続けたいと思っています。
司会　本日はおかげさまで、実りのある座談会になりました。どうもありがとうございました。
